














―高成長期（1993 年と 2007-08 年）の全インドおよび
ビハールにおける経済・社会的後進階層を対象として
Comparative Analysis on the Function of Remittances and 
Migration for the Social and Economically Backward Classes in 
Rural India and Rural Bihar for the two decades: 




　　This study focuses on the current changes of intra-state migration from rural areas and the impact 
of following remittances to rural households by economic and social strata, particularly focusing on SCs 
(Scheduled Castes), during the growth period from 1993 to 2007-08 in All-India and Bihar, the poorest state 
in India, by analyzing household data provided by National Sample Survey Organization (NSSO).
　　In 1993, at the introductory stages of economic liberalization, the average per capita consumption 
expenditure (MPCE) level and distribution of households which receives remittances from out-migrant 
to within India were much lower than non-migrant households for SC and non SC-ST(Scheduled Tribe 
households.  Also, mobility of poor SCs looked limited.
　　However, in 2007-08, on contrary, the levels and distributions of MPCE of out-migrant households 
with remittance are higher than those of non out-migrant households for all social classes.  Moreover, 
SCs showed increased mobility, which is very notable in rural Bihar, where the average consumption 
level of agricultural labour SC households with remittances from outside the state began to exceed ones 
of the NonST/SC households without out-migrants.  Via migration, particularly in poor areas like rural 
Bihar, this increased access of rural SCs to enhanced economic resources outside may contribute to their 
empowerment for possible social mobility.
Keywords: remittance, rural out-migration, consumption level, scheduled castes (dalits), Bihar










る SC（Scheduled Castes）において特に顕著である。ビハールでは、1993 年には、州外移住者を輩出した
SC 農業労働者家計の経済水準は、最貧層に位置していたが、2008 年には、そのような家計の移住率が増加し
た上に、経済水準が飛躍的に改善し、移住を行わない家計との経済水準の差異がほぼ消滅した。つまり、90

























































































の比重は、1981-82 年度には、全 GDP の約 37％
であったが、1991-92 年度には GDP の約 32％
に、2001-02 年度には約 25％にまで低下している














出においては、都市部の pull factor よりむしろ、








































　 本 稿 で は、 上 記 の 議 論 を 踏 ま え、National 
Sample Survey Organization（以下 NSSO と略
する）によって採取されたサンプリング・データ
である、1993 年度の家計データである第 49 回全
国標本統計（National Sample Survey 49th round 
Sch.1.2 �Housing and Migration Particulars�、
以降 49th NSS と表記、1993 年 1 月から 7 月まで
の約 76,000 の農村部家計、約 44,000 の都市部家
計１）を対象）および 2007-08 年度の家計データで
ある第 64 回全国標本統計（64th NSS Sch.10.2、
Employment & Unemployment and Migration 
Particulars� , 以下 64th NSS と表記、2007 年 7
月から 2008 年 6 月までの約 79,000 の農村部家計、





ンサス調査（Census of India, Various Years）に
よれば、一生のうちに 1 回以上住居を違う町村に
移した経験のある人口数２）は、1951-61 年の 10
年間には約 6,600 万人、1961-71 年度には 6,820
万人、1971-81 年度には 8,100 万人、1981-91 年






















5 年以内の州外移住率（5 年以内に州外へ移住した者のいるサンプル家計 / 総サンプル家計数）
1993 年度（49th NSS） 2007-08 年度（64th NSS）
男性 0.143 0.139
女性 0.013 0.027
農村部人口 * （　）は調査年 628,691,676（1991） 742,490,639（2001）
表 1　5 年以内の州外移住率
* 人口は Census of India による
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る 1993 年と、FDI 自由化後の高成長期にあたる
2007 年における移住の変化を比較するために、調
査年から 5 年以内における農村からの州外への移



















単純計算にして、1993 年度では約 9,000 万人が、



























図 1　49th NSS, 64th NSS における過去 5 年以内に州外に移住した人々の移住理由４）



















移住の場合でも、93 年では、約 7 割近い家計が、
何らかの送金を受けている。また、2007-08 年度



























外国に移住 0.022 0.006 外国に現在居住 0.055 0.044 
州外に移住 0.133 0.043 州外に現在居住 0.100 0.080 
－ 10） － 州内に現在居住 0.139 0.168













外国 0.829 0.828 海外に現在居住 0.554 0.493 




国内：州外同地域 0.415 0.411 
表 3　男性移住者からの送金受け取り率













　図 2 と図 3 は、49th NSS データをもとに、一
人当たりの MPCE が 1,000 ルピー以下の家計を
対象とし、「その他の家計」および「SC 家計」の
密度をプロットしたものである。図 4、図 5、図 6、




図 2　49th NSS における農村部「その他の家計（Others）」の平均月間消費水準の分布
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図 3　49th NSS における農村部「SC 家計」の平均月間消費水準の分布
図 4　64th NSS における農村部「その他の家計（64th 定義）」の平均月間消費水準の分布
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図 5　64th NSS における農村部「その他の家計（49th 定義）」の平均月間消費水準の分布
図 6　64th NSS における農村部「SC 家計」の平均月間消費水準の分布
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ため、社会階層のカテゴリ分けが 64th と 49th の
図 7　64th NSS における農村部「その他の社会的後進家計」の平均月間消費水準の分布









































取っている」家計の MPCE は、図 5 に示したよ
うに、49th においては、海外から送金を受け取っ
ている家計が若干右に分布し、大きく乖離してい




49th では月 400 ルピー以下、64th では 1,500 ルピー



























SC 185.4 197.4 242.3 202.1 187.2 715.6 735.2 789.6 653.8 650.8
（4.13） （9.95） （15.50） （25.85） （4.45） （25.43） （31.36） （61.53） （52.48） （4.86）
その他の社会的
後進階級
－ － － － － 770.9 756.9 819.6 906.1 731.5
－ － － － － （19.62） （21.31） （31.10） （37.58） （3.77）
その他の家計 202.3 225.8 238.8 257.8 216.4 858 923.1 891.9 1006.4 868.3
（2.94） （5.35） （5.53） （10.25） （3.19） （22.09） （23.26） （47.82） （64.91） （4.71）
表 4　農村部家計の平均 MPCE 水準の比較
（　）内は標準誤差




それぞれ、49th において月間 MPCE が 400 ルピー















































































た。2004-05 年度から 2008-09 年度にかけてのビ
ハール全体の州内総生産（Gross State Domestic 
Product: GSDP）は、第二次産業 16）における
成長に牽引され、成長率は 11％と、全インド平
均の 8.5％を上回った（Nagaraj and Rahman




























�Handbook of Statistics on Indian Economy� , Reserve Bank of India 2009 より作成
図 8　2007-08 年度におけるインド主要州の純州内生産















































たものの、0.01ha 未満の SC 土地保有家計は、全
家計のうち 4.6％と推定されるため、ほぼ土地無
しにあたる家計のほぼ半分を SC 家計が占めてい





図 9　ビハールの経済成長率（州内総生産：Gross State Domestic Products）の成長率
現在価格（Current Price）ベースによる。Government of Bihar, Finance Department, 
�Economic Survey 2008-09� より作成 17）



























et al.［2007］）。しかし、IIPA（Indian Institute 













49th （1993） 64th （2007-08）
ST 0.089 0.022 
SC 0.201 0.237 
Other Backward - 0.564 
Non ST/SC 0.710 0.177 
Total Population of the state 64531000* 82999000**
Rural / Urban Ratio 89.59 89.53
*1991 Census, ** 2001 Census
49th
SC 家計 Non SC/ST 家計
64th
SC 家計 Other Backward 家計 Non SC/ST 家計
self-employed in 
non-agriculture
0.085 0.112 0.102 0.188 0.141 
agricultural 
labour
0.604 0.272 0.606 0.152 0.020 
other labour 0.081 0.098 0.055 0.055 0.043 
self-employed in 
agriculture
0.127 0.419 0.127 0.486 0.648 
others 0.104 0.100 0.110 0.120 0.148 
Total 1.000 1.000 1.000 1.000 1.000 
表 5　ビハール農村における社会階層の推定構成比
表 6　ビハール農村における社会階層と就労形態に基づく家計タイプ 18）の推定構成比










NSS 調査と 2007-08 調査の比較
　ここでは、1990 年代の自由化期以降、Nitish 
Kumar 就任後の 2005 年以降における、ビハー
ル農村からインド国内への移民と、移民が行う送
金の変化およびその効果を明らかにするために、























































 0.01ha 未満 0.014 0.108 0.114 0.237 0.001 0.046 0.053 0.006 0.107 
 0.01ha 以上 0.079 0.098 0.586 0.763 0.014 0.177 0.559 0.143 0.893 









Bihar India Bihar India Bihar India Bihar  India Bihar India

















118 182.9 148.6 231.8 497.1 678.8 655.3 788.2 802.2 920.1
（15.4） （10.86） （17.24） （10.55） （36.32） （20.28） （22.45） （25.94） （67.05） （31.31）
農業
労働者
148.9 175.3 184.8 200.9 532.99 589.2 514.7 572.4 514.7 644.9
（8.89） （5.52） （8.14） （5.10） （15.60） （12.17） （9.56） （9.75） （50.18） （27.30）
その他の
労働者
178 218.1 252 278.7 614.3 656.5 512.5 726.1 396.5 764.8
（13.87） （13.63） （21.72） （13.66） （33.67） （27.38） （25.80） （40.23） （28.45） （55.38）
農業：
自営
176.89 214.2 200.6 232.6 523.7 656.6 610.5 740.5 787.8 998.6
（11.3） （10.01） （6.77） （3.59） （24.73） （13.44） （12.27） （10.29） （27.26） （26.17）
その他
197.9 214 186.8 235.6 537.2 741.3 642.6 869.2 711.6 1172.7
（17.7） （9.13） （9.21） （6.45） （22.81） （20.66） （18.11） （27.90） （34.35） （53.08）
移住者のいない農村家計 （B）
49th 64th
Bihar India Bihar India Bihar India Bihar  India Bihar India

















144.3 200.7 203.7 234.5 507 624 561.9 714.4 636.2 821.7
（9.3） （3.53） （12.97） （2.88） （19.38） （10.53） （9.27） （9.86） （29.38） （14.76）
農業
労働者
148.6 184.5 170.9 201.6 463.5 548.9 498.8 573.9 487.1 589.6
（4.53） （1.85） （3.62） （2.10） （7.41） （4.73） （11.15） （4.36） （27.56） （7.80）
その他の
労働者
197.5 226.4 212.4 281.6 432.6 620.2 498.8 688.9 547.2 798.2
（8.2） （4.70） （7.30） （3.96） （14.59） （8.47） （11.15） （10.41） （35.77） （19.67）
農業：
自営
177 203 208.9 238.4 558.3 657.3 625.3 696.9 658.7 828.2
（8.05） （2.42） （7.54） （1.59） （23.18） （12.28） （10.16） （5.25） （13.92） （9.10）
その他
142.2 206.9 185.9 246.8 536.9 810.1 610.5 1204.3 742 1486.8
（9.08） （4.61） （17.04） （4.07） （39.61） （28.24） （24.06） （121.95）（43.79） （125.61）
表 8　国内移住者のいる家計と移住者のいない家計の平均 MPCE
（　）は推定される標準誤差



























いる SC 家計の経済水準と、移住者のいない SC
家計の経済水準との大規模な逆転が生じている。









表 11 に SC の推定移住率を示す。1993 年度には、








国内移住者のいる家計の MPCE の平均値　-　移住者のいない家計の MPCE の平均値　（A）-（B）
49th 　 64th
Bihar All India Bihar All India Bihar All India Bihar All India Bihar All India
















自営 -26.3 -17.8 -55.1 -2.7 -9.9 54.8 93.4 73.8 166 98.4
農業
労働者 0.3 -9.2 13.9 -0.7 69.49 40.3 15.9 -1.5 27.6 55.3
その他の
労働者 -19.5 -8.3 39.6 -2.9 181.7 36.3 13.7 37.2 -150.7 -33.4
農業：
自営 -0.11 11.2 -8.3 -5.8 -34.6 -0.7 -14.8 43.6 129.1 170.4
その他 55.7 7.1 0.9 -11.2 0.3 -68.8 32.1 -335.1 -30.4 -314.1
表 9　国内移住者のいる家計と移住者のいない家計の MPCE の差分
03加藤眞理子.indd   32 11.9.28   4:37:44 PM
33
インド農村部における送金および移住機能の比較分析
　 Rural Household with remittances from “within India” out-migrants （C）
49th 64th
Bihar India Bihar India Bihar India Bihar  India Bihar India

















113.1 177.6 134.1 223.8 484.9 650.52 665.2 715.2 734 850.3
（17.33） （12.88） （19.18） （14.62） （44.63） （28.24） （30.60） （28.54） （62.33） （29.15）
農業
労働者
146.3 168.4 185 198.2 555 583.2 519.2 560.8 528.3 609.5
（5.02） （4.58） （8.97） （6.00） （17.87） （14.61） （10.82） （11.08） （60.40） （24.01）
その他の
労働者
185.3 213.9 221.7 244.6 620.6 573.7 536.1 682.8 399.3 683.8
（17.23） （14.45） （14.86） （11.70） （47.64） （28.63） （36.83） （40.00） （35.11） （49.57）
農業：
自営
170.6 208 192.8 220.7 509 628.3 595.1 711.9 702.7 904.9
（9.82） （13.63） （8.27） （3.80） （28.14） （17.3） （14.36） 12.65 （25.21） （24.14）
その他
195.5 213.4 181.6 229.6 526.8 651 599.4 784.9 703.4 1060.4
（19.21） （9.96） （9.68） （7.12） （26.16） （16.91） （16.64） （28.51） （36.44） （61.60）
　 （C）－（B）
49th 64th
Bihar India Bihar India Bihar India Bihar  India Bihar India


















自営 -31.2 -23.1 -69.6 -10.7 -22.1 26.52 103.3 0.8 97.8 28.6
農業
労働者 -2.3 -16.1 14.1 -3.4 91.5 34.3 20.4 -13.1 41.2 19.9
その他の
労働者 -12.2 -12.5 9.3 -37 188 -46.5 37.3 -6.1 -147.9 -114.4
農業：
自営 -6.4 5 -16.1 -17.7 -49.3 -29 -30.2 15 44 76.7
その他 53.3 6.5 -4.3 -17.2 -10.1 -159.1 -11.1 -419.4 -38.6 -426.4
表 10　移住者からの送金がある家計と移住者のいない家計の MPCE の差異
49th 64th
ビハール 全インド ビハール 全インド
州外（国内）移住 0.1223 0.0358 0.1572 0.1
























1993 年度、および 2000 年度、さらに、ビハー








りである。第一に、1993 年から 2007-08 年度に
かけて、インドの農村からの州外へ移住していく












サンプル家計数 219 279 19
家計の推定年間 MCE（全体）* 24743.47 26863.01 28896
* 家計の MCE（Monthly Consumer Expenditure）12 を乗じた値。
図 10　ビハール農村家計の送金の用途（64th NSS）
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２） 原文の定義によれば、「any former member of 
the household has left the household to take 
up residence in another village/town/district/


























































求職のため、もしくは、より良い雇用を求めて 0.212 0.009 
就職に伴う移動、より良い条件の転職、契約の変更や転勤のため 0.163 0.011 
教育のため 0.075 0.040 
婚姻のため 0.004 0.374 
主たる稼ぎ手の移住に帯同するため 0.025 0.056 
その他 0.018 0.013 

















17） そ れ ぞ れ、 暫 定 値。*provisional estimate、
**quick estimate、***estimate in advance。
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